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飛鳥時代 名前

問1 7世紀後半、日本（倭）は百済を支援するために朝鮮半島へ出兵しましたが、白村江の戦いで唐と新羅の連合軍に大敗しました。その後、唐や新
羅による日本への侵攻に備え、九州北部に位置する政治の拠点「大宰府」を守るために築かれた、大規模な土塁と堀による防衛施設を何といい
ますか。 （2022年 岩手県公立入試 類似）

1. 水城 2. 多賀城 3. 防人 4. 烽火

問2 天智天皇の後継者争いに勝利して即位した天武天皇が、その後の政治において目指した国家のあり方として、最も適切な説明はどれですか。
（2026年 三重県公立入試 類似）

1. 有力な貴族が政治の実権を握り、
天皇を補佐する摂関政治の確立

2. 天皇を中心とした強力な中央集権
による律令国家の建設

3. 武士が政治の表舞台に立ち、幕府
を開いて軍事力を中心に統治する仕
組み

4. 地方の豪族がそれぞれの土地を私
有し、独立した権限を持つ封建制の
導入

問3 645年に中臣鎌足らと協力して蘇我氏を倒し、土地や人々を国家が直接支配する「公地公民」の仕組みを導入するなど、天皇中心の国づくりを目
指した人物は誰ですか。 （2020年 茨城県公立入試 類似）

1. 徳川家康 2. 聖徳太子 3. 足利尊氏 4. 中大兄皇子

問4 飛鳥時代の政治制度の変遷を整理した資料において、戸籍の作成や大宝律令の制定と並んで「十七条の憲法」が記述されています。この法の内
容や特徴について正しく述べたものはどれですか。 （2019年 新潟県公立入試 類似）

1. 仏教や儒教の思想に基づき、役人
が守るべき道徳や心得を全十七条に
わたって記した。

2. 浄土信仰の広まりを背景に、貴族
から庶民までが等しく守るべき救済
の教えをまとめた。

3. 鑑真が伝えた戒律をもとに、僧侶
が守るべき厳格な修行の規則を体系
化した。

4. 武家社会の慣習法を整理し、幕府
が御家人を統制するための裁判基準
を定めた。

問5 白村江の戦いにおける大敗後、大和政権が急速に中央集権体制の確立（公地公民や律令の整備）を急いだ背景として、当時の東アジア情勢から
考えられる理由を説明したものとして適切なものはどれですか。 （2025年 奈良県公立入試 類似）

1. 唐や新羅による侵攻の脅威に対抗
するため、国力を結集し強力な国家
を創る必要があったから。

2. 平氏や源氏といった武士団の台頭
を抑え、天皇中心の軍隊を再編する
必要があったから。

3. 遣隋使の派遣を停止し、日本独自
の国風文化を育てることで精神的な
団結を図ったから。

4. 朝鮮半島での利権を完全に放棄し
、国内の開墾事業に専念して食糧増
産を目指したから。

問6 7世紀、日本では中大兄皇子らが政治改革を進める一方で、朝鮮半島の情勢変化に対応した外交が行われました。唐によって滅ぼされた友好国の
再興を支援するために倭（日本）が朝鮮半島へ大軍を派遣した出来事について、その目的と対戦相手の組み合わせとして正しいものを選びなさ
い。 （2024年 大分県公立入試 類似）

1. 新羅の領土拡大を阻止するため、
唐の軍隊と単独で戦った

2. 百済の再興を支援するため、元（
モンゴル）の軍隊と戦った

3. 百済の再興を支援するため、唐・
新羅の連合軍と戦った

4. 高句麗の再興を支援するため、唐
・新羅の連合軍と戦った

問7 607年に小野妹子が隋に派遣された際、持参した国書には「日出づる処の天子、書を日没する処の天子に致す。恙無きや」という趣旨の一文があ
りました。このような外交姿勢をとった背景にある、当時の日本（倭国）の目的として適切なものを選びなさい。 （2023年 静岡県公立入試 類似）

1. 中国の領土の一部を譲り受ける代
わりに、日本の特産品を朝貢品とし
て献上すること

2. 中国と対等な立場での外交関係を
築きつつ、高度な政治制度や文化を
取り入れること

3. 中国の皇帝に軍事的な従属を誓う
ことで、朝鮮半島への出兵を支援し
てもらうこと

4. 中国に対して臣下としての礼を尽
くし、国王としての称号と金印を授
かること

問8 飛鳥文化が栄えた時代の歴史的な出来事について述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2019年 滋賀県公立入試 類似）

1. 聖武天皇が国ごとに国分寺を建て
、奈良に東大寺の大仏を造立させた
。

2. 鑑真が来日して唐招提寺を建立し
、仏教の正しい戒律が日本に伝えら
れた。

3. 西暦607年に小野妹子が遣隋使と
して派遣され、大陸の優れた制度や
文化が持ち込まれた。

4. 空海や最澄が唐から新しい仏教を
伝え、比叡山や高野山に寺院が開か
れた。

問9 大分県などの九州地方の歴史を記した年表において、倭国（日本）の軍勢が朝鮮半島へ出兵し、唐・新羅の連合軍に敗れた「白村江の戦い（663
年）」が含まれる区分として、適切な世紀を選びなさい。 （2020年 神奈川県公立入試 類似）

1. 8世紀 2. 9世紀 3. 6世紀 4. 7世紀

問10 7世紀、大化の改新を推進した中大兄皇子は、友好関係にあった百済を復興させるために朝鮮半島へ大軍を派遣しましたが、ある連合軍に大敗を
喫しました。このとき、日本（倭）が戦った相手である連合軍の正しい組み合わせを選びなさい。 （2016年 愛媛県公立入試 類似）

1. 隋・新羅の連合軍 2. 唐・新羅の連合軍 3. 唐・高句麗の連合軍 4. 元・高麗の連合軍

問11 663年に朝鮮半島の西側沿岸部（現在の錦江の河口付近）で起きた白村江の戦いで敗れた後、日本国内で強化された防衛政策として正しいものは
どれですか。 （2015年 佐賀県公立入試 類似）

1. 国内の武士を統制するために「御
成敗式目」を制定し、軍事的な結束
を固めた。

2. 唐との友好関係を回復させるため
、最澄や空海を遣唐使として派遣し
、大陸の文化を導入した。

3. 唐や新羅の侵攻を警戒し、対馬や
北九州などに「防人」を配置し、水
城や山城を築いた。

4. 元（モンゴル帝国）の再来に備え
、博多湾の沿岸に石築地（元寇防塁
）を構築した。

問12 7世紀初め、推古天皇の摂政として政治を行い、家柄にとらわれず才能や功績のある人物を役人に登用する「冠位十二階」や、役人が守るべき道
徳的な心得を記した「十七条の憲法」を定めた人物は誰か。 （2020年 福岡県公立入試 類似）

1. 徳川綱吉 2. 大久保利通 3. 後醍醐天皇 4. 聖徳太子

問13 飛鳥時代に遣隋使が派遣された背景や目的について説明した文として、最も適切なものを選択してください。 （2017年 大分県公立入試 類似）

1. 中国の進んだ制度や文化を取り入
れることで、天皇を中心とする中央
集権国家の形成を目指した。

2. 仏教を日本から中国へ広めるため
に、聖徳太子自らが選んだ高僧を派
遣した。

3. 中国との貿易において、日本産の
銀や銅を輸出して経済的な利益を独
占しようとした。

4. 朝鮮半島での戦いを有利に進める
ため、中国の軍事的な援助を直接受
けることを目的とした。

問14 7世紀前半の聖徳太子（厩戸王）が政治を行っていた時代に栄えた、日本で最初の本格的な仏教文化を何といいますか。 （2023年 埼玉県公立入試 類似）

1. 弘仁・貞観文化 2. 飛鳥文化 3. 天平文化 4. 国風文化


